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一般社団法人 日本鍛圧機械工業会 副会長・企画委員会委員長
コマツ　常務執行役員

前回「鍛圧機械の産業ビジョン」は、２００６年に

策定されました。当時の経済状況は順調で、国内

の設備投資も拡大傾向にあり、日本の製造業がそ

の力強さを現していました。しかし、リーマン・ショッ

ク以降、超円高の状況が続き設備投資は海外にシ

フトしました。経済環境が２００６年当時と大きく変

わりましたので、今回の「産業ビジョン２０１４」の策

定では、足下の経済状況やお客様の動向などを冷

静に分析することから始めました。鍛圧機械の国内

業種別受注金額を見ると主役は自動車産業で電機・

精密の比率が低くなっています。また、金属プレス

工業協会などのデータを見ると、中小のお客様の数

が圧倒的に減っていますが、生産金額はそれほど

変わっていない。これは、集約が進み付加価値の高

いものが国内に残っているのであろうとみています。

市場の分析など前回と異なった点を整理したのが、

今回の策定のポイントと言えます。

今回の提言「ワールドブランドの確立」に向け、三

つの戦略を打ち出しました。それは「オンリーワン差

別化」、「海外ハイエンド攻略」、「海外ユーザの抱え

込み」の三つです。お客様も国内よりも海外の投資

に振り向けてはいますが、国内のお客様も大事に考

えています。それに対応するためには色々な戦略が

考えられるでしょうが、大きく分けるとこの三つの戦

略だということです。技術面での提言もできないかと

メンバと議論を重ねましたが、なかなか技術面での

共通テーマは絞りこみ難いので提言としてではなく、

その「提言のキーワード」として記載しました。

どんなにニッチな分野でも「この仕事であればこ

の会社だ」というブランドを確立しオンリーワン化を

目指すのか、海外のハイエンドを攻略していくのか、

もっと幅広く海外のお客様を取り込んで行くソリュー

ションを展開していくのかを今一度振り返ってみたら

と言うのが、今回のビジョンのまとめです。

日本鍛圧機械工業会は、専門会社が集まった特

色ある企業が多いと言えます。もてる技術をもっと

磨いて行くことも考えられますし、大手であればお

客様のソリューションを全て提供できるようなワール

ドブランドを目指すことも考えられます。会員の形態・

業容が様々ですから、工業会全体へのメッセージと

して、この三つの戦略を示すことがふさわしいと思っ

ております。

世界的に見れば自動車産業の成長は、まだまだ

続くでしょう。そして自動車の製造において、我々

の鍛圧機械・塑性加工が活躍する場面が増えていく

とみています。工程数の削減や材料の無駄を減らし

コスト削減に寄与できるからです。

海外への展開には様々な難しさが伴うでしょう。

しかし、我々は国内の品質に厳しいお客様に鍛えら

れノウハウを培ってきたので、海外でも十分に力を

発揮できると確信しています。

（談）

岡田　正

鍛圧機械の産業ビジョン２０１４を策定。
「ワールドブランドの確立」を提言
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「MF技術大賞」は、Metal Forming（MF）に不可欠な鍛圧機械、製品加工、研究などの7つの要素を組み合わせた、
鍛圧機械の世界最高級の大賞です。高精度・高生産性ならびに安全・環境性能を顕著に有するトータルでエコな製品製
作の成果を国内外に発信し、鍛圧塑性加工技術の発展に寄与することを目指します。
鍛圧機械の良さを最終製品の良さで証明するため、鍛圧機械メーカと加工メーカなどの「ものづくり総合力」を発揮
されたグループを表彰します。

塑性加工はロマンか、スマート＆クール鍛圧機械Ｍ
Ｆ
技
術
大
賞
募
集
を
開
始
！

■募集期間
2014年4月1日～7月31日
日本鍛圧機械工業会 事務局 必着。

■応募方法
日本鍛圧機械工業会会員が応募代表者となり、応募案件を満たすと判断し
たら応募案件の構成要素をとりまとめて所定の応募書類様式に記入し、日
本鍛圧機械工業会事務局に2部提出してください。
※応募書類様式は日本鍛圧機械工業会ホームページよりダウンロードでき
ます。
※作成方法の概要を次ページに記載します。
　http://www.j-fma.or.jp

■表彰対象／応募製品の条件
鍛圧機械等（レーザ切断機、プラズマ切断機を含む）を使って加工した製品
で、次の内容を満たすものとします。
①技術面での独創性、新規性を有し、産業界の発展および労働環境・地球環
境向上への貢献の観点からトータルで顕著な成果をあげていることが
第一条件となります。

②「鍛圧機械」と「製品加工」を必須とし、「研究」「素材」「金型」「システム」
「製品組立」等も選択出来ます。応募は2 社2 要素以上が必要です。
③対象となる加工製品は、市場導入後概ね10年以内のもので、１年間以上
の販売実績を有することとします。現在も生産中か否かは問いません。
④海外からの技術導入、助成金や補助金を受けて研究・開発したもの、他の
表彰を受けたもの等の如何は問いません。

■応募料金
｢MF技術大賞｣への応募は無料です。

■選考方法
①予備審査部会において内容確認、評価・受賞候補の選考を行います。
②予備審査の結果を受けて下記、委員からなる選考委員会で最終選考を
行い、理事会において承認し決定します。

③工場等の現地審査は行いません。

●７要素を効率的に組み合わせて創出した、鍛圧
機械の「ものづくり総合力」。

●高精度・高生産性並びに安全・環境性を顕著に
有するトータルでエコな製品製作の成果。

※２社２要素以上で応募。
「鍛圧機械」と「製品加工」は必須

ＭＦ技術大賞 応募概要

2014－2015



82014年4月会報 METAL FORM

■MF技術大賞
「MF技術大賞｣は最大6件を表彰いたします。
賞金はそれぞれ50万円です。

■MF技術優秀賞
「MF 技術優秀賞」を新設しました。受賞者には表彰盾を贈呈します。

■発表／表彰盾の贈呈／受賞製品の展示
①「MF技術大賞」「MF技術優秀賞」は会長名で各応募者に通知し、日本
鍛圧機械工業会ホームページおよび会報「METALFORM」で公表し
ます。
②表彰盾および賞金の贈呈は、2015年の賀詞交歓会に併設する表彰
式において実施します。
③受賞製品は、MF-Tokyo 2015において展示します。

MF-Tokyo 2015 プレス・板金・フォーミング展
　会期：2015年7月15日（水）～7月18日（土）
　場所：東京ビッグサイト　東1・2・3ホール

■主催
一般社団法人 日本鍛圧機械工業会
●特別協賛
一般社団法人 日本塑性加工学会
一般社団法人 日本鍛造協会
一般社団法人 日本金属プレス工業協会
一般社団法人 日本金型工業会

■応募書類の提出先／お問い合わせ先
一般社団法人 日本鍛圧機械工業会　事務局
〒105-0011 東京都港区芝公園3-5-8 機械振興会館3階
TEL.03-3432-4579／FAX.03-3432-4804
E-mail:info@j-fma.or.jp
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はじめに
　株式会社エイチアンドエ
フは、自動車用大型部品

成型用プレスだけではなく、自動化装
置等のプレス周辺装置も設計製作、販
売しており、プレス設備をトータルで提
供できる事を特長としている。
　自動車部品用大型プレス業界でも高
品質・高生産性への要求からサーボプ
レスの採用が増えているが、高い設備
コストが最大のネックである。
　これに対応し当社では、高生産性か
つ設備コストを抑えた自動車プレス部
品用大型タンデムラインとして「ハイブ
リッドサーボタンデムプレスライン」を
開発した。２０１３年９月に初めての受
注機を納入、その他２ラインを受注し、
現在設計・製作中である。

ハイブリッドサーボタ
ンデムラインの特長
　従来に比べ、最新のタン

デムラインには、次のような特長がある。

１）  設備コスト削減
　タンデムラインは、絞り工程用プ
レス１台と、曲げ・トリム工程用プレ
ス３台の計４台で構成されるのが
一般的である。（図１）絞り工程であ
る第一工程にサーボダイクッション
付サーボプレスを採用し、プレス加
工時には低速、加工以外は高速と
して成形性を向上させ、高生産性
を図る。曲げ・トリム工程である第
二工程以降には当社標準のフライ
ホイール駆動式メカプレスを採用
して全体コストを抑えている。

2）  高速搬送装置
　プレス間搬送には、安川電機株
式会社殿と共同開発した高速搬送
ロボット「ヘキサフィーダ」を採用し
ている。コンパクトな構造のため、
プレス間ピッチが短縮できるので
搬送距離が短く高速化が可能であ
るのと同時に、ラインとしての専有
面積が小さくなり、建屋、基礎の削
減をも可能にしている。

　ヘキサフィーダは、プレス間搬送
用ヘキサロボットとシート投入用
ヘキサロボットの２機種を揃えてお
り、ロボットの高い自由度を生かし
つつ、従来ロボットよりも高速搬送
を実現した。主な特長は次のとおり
である。

2）－1  プレス間搬送用ヘキサロボット
　ワークの搬送方向に対して平行
かつ水平に動作する２本のロボット
アームとロボットアームを昇降させ
るためのリフト機構を有している。
（図２）２本のアームを持つ双腕構
造は、単腕構造と比べて片腕当た
りの負荷が小さいため、装置およ
びモータ出力が肥大化するのを防
ぐ事ができ、コンパクトな構造を実
現している。また振動の少ない安定
した高速搬送が可能である。
　搬送時における双腕部の形状
が六角形であることから“ヘキサ”
フィーダーと命名している。

株式会社エイチアンドエフ

ハイブリッドサーボタンデムプレスラインの紹介

2

1

図１ ハイブリッドサーボタンデムプレスライン 図２　中間搬送用ヘキサロボット
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2）－2  シート投入用ヘキサロボット
　シート投入用ヘキサロボットは、
前述の中間搬送用ヘキサロボットと
基本構造は同じであるが、ロボット
アームの剛性および可搬重量が強
化されており、フォーク型のハンドリ
ングアームを装着している。（図３）
　フォーク部は幅方向が可動式で、
吸着カップの位置を調整できるた
め、薄くて面積の大きいシート材を
安定してプレス機内に投入できる。
また、退避時に金型との干渉を有利
にでき、生産性の向上に寄与する。

同期制御
　高生産性を実現するた
めには、ラインを構成する

各装置（サーボプレス、各メカプレス、ヘ
キサフィーダ）の性能を最大限に引き出
す必要がある。これら互いの装置が干
渉することなく、最速の動作を行う様に
制御するため、ライン全体を同期運転
する制御技術を開発した。
　これにより、パネル投入、取り出しの
タイミングを最適化することができ、深
絞り部品では１２ｓｐｍ、薄物では１５ｓｐ
ｍの生産性を発揮する。さらに、第二工

程以降のプレスを全てサーボプレスと
すれば、最大１８ｓｐｍが達成できる。

オートパレタイザー
　タンデムプレスラインの
生産性を高く維持するた

めには、最終的なパネル積込み部にお
ける品質検査と高速化を両立する必要
がある。
　当社はそれらを両立させたオートパ
レタイザーを開発・納入している。（図
４）装置の特長としては下記となる。

１．　プレスライン出側から積込装置まで
の間を検査コンベア（低速連続運転）
とし、パネル全数検査を可能とした。

　　検査時、手に取るなどして位置の
ずれたパネルをカメラで撮影して、連
続運転中のコンベア上からパネルを
ピックアップし、パレットへ整列させ
る。（ビジュアルトラッキング方式）

２．　最大１８ｓｐｍに対応できるよう、ロボッ
トを４台構成としたものも実績がある。

おわりに
　近年、当社の主要顧客で
ある日系自動車メーカーお

よび関連企業は、国内生産拠点の海外
移転を積極化しており、現時点で当社
受注高の８割以上は海外案件となって
いるのが事実である。今後も海外市場
の獲得に向けてさらなるコストダウンと
サービス網の充実が重要である。
　また、多くのプレスメーカーが高速タ

ンデムラインを商品化しており、各社そ
れぞれの特長を持ったタンデムライン
が多種に渡って開発されており、世界規
模での競争となっている。
　益々変化が予想される市場動向や
ユーザーニーズを的確に把握し、当社
独自の技術を活用しながら、より強い商
品開発に邁進する所存である。

中村　一行
株式会社エイチアンドエフ
開発制御部　部長
〒919-0695
福井県あわら市自由ケ丘一丁目8番28号
TEL 0776（73）1220

3

4

5

図３　シート投入用ヘキサロボット 図４　ビジョンパレタイザー
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２００９年に創業２００年を迎えた
ものづくり企業

　今年で創業２０５年を迎えた小島鐵工所。日本で
２００年を超える老舗企業は、約３，１００社といわれ
る。その多くは旅館や酒造・醸造メーカであるが、
ものづくりの企業は余りない。１８０９年（文化６年）
に、朝廷から免許得て鋳造業として創業したのが
同社の出発点だ。皇居二重橋の造営にかかわる
などの実績を残しながら、機械製造に踏み出したの
が１８８５年（明治１８年）。この時に国産第一号機
となる醤油醸造用の水圧プレスを開発した。１９４０
年 (昭和１５年 )に群馬県下に三工場を新設し、大
型油圧プレス機の製造を開始したが、この時に世
界一流の技術を誇る独国オイムコ社の技術導入を
行っている。
　戦後復興時には発電所の需要が旺盛で、高度
経済成長期には製鉄、造船、家電、自動車の各
産業が活況を呈し、同社も時代の波に乗り、「油
圧プレス専業メーカの小島鐵工所」として各方面に
貢献した。大型プレスを得意とする同社は、自動車
産業が主力であることは他社と変わりはないが、航
空機産業向け、エネルギー産業では発電機向けの
引き合いが増えているようだ。また、東京スカイツリー
が開業した当初、その“ものづくり”が話題になり、
同社の油圧プレス機が部材製造で活躍したことも
ニュースになった。

これまでの油圧技術に
さらに磨きをかける取り組み

　もともとプレス機は頑丈であるが、油圧プレスで一

番メンテナンスが必要となるのが、心臓部である油
圧ポンプだ。ここで、小島鐵工所のこれからの方向
性に触れてみたい。小島鐵工所は、２０１３年２月に
１００％子会社のオイルギヤジャパン(株 )を新設した。
米国オイルギヤ社の正規日本代理店と生産・修理
工場としての機能をもつ。少し詳しくオイルギヤ社を
紹介しよう。これからの小島鐵工所の狙いが見えて
くるからだ。
　米国に本部を置く油圧機器の総合メーカであるオ
イルギヤ社は、米国を中心に欧州並びに世界各国
で事業展開をしている。米国・欧州の油圧機器メー
カは、例えば油圧ポンプを単独で販売するだけでな
く、油圧機器と油圧制御を一体化したシステム販売
形態をもとっている。自社の油圧ポンプの特性を最
大限引き出すためという基本的考えによるからだ。
　それは油圧機器の販売というより油圧制御そのも
のが主体となっており、そのため、油圧ポンプと一緒
に油圧制御のメインコントロール盤まで手掛けるという。
オイルギヤ社は、もともと高・中圧の油圧ポンプを主
力としてきたが、１９８５年に超高圧の油圧ポンプを得
意としている英国タウラー社を買収したことで総合油
圧機器メーカとしての地歩を固めたといえる。油圧ポ
ンプの能力を比較すると日本の国内メーカの高圧ポン
プでも圧力３５０～４００ｂａｒが一般的である。しかし、
オイルギヤ社製は圧力が７００ｂａｒのポンプの供給を可
能としている。このオイルギヤ社の超高圧ポンプは、
鍛造プレスとりわけ自由鍛造プレスでのシェアで群を
抜いている。自由鍛造プレスにおけるオイルギヤ社の
搭載シェアは、米国においては約９０％、ドイツのレッ
クスロス社、ウェプコ社が存在するにもかかわらず欧
州においても５０％近くのシェアを誇り、韓国・中国に
おいてもそれぞれ５０％前後のシェアを獲得している。

株式会社小島鐵工所

創業２００年を経てもなお、
進化し続ける油圧プレス機メーカ

会員企業訪問

現在の小島鐵工所
八幡工場全景

創業当初の
小島鐵工所
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　オイルギヤ社が日本で認知されたのは、米国バー
ソン社の油圧プレス機が輸入されたのが始まりで、
現在も稼動していてポンプの補修が定期的に行わ
れている。日本では、アルミの押出成形機やプラス
チックの射出成形機そして製鉄機械に多く採用され
ている。
　このことから小島鐵工所は、油圧プレス機の心
臓部であるポンプとその制御技術を獲得したことにな
る。もちろん油圧プレスメーカとして制御技術を培っ
ているのは当然だが、オイルギヤ社のノウハウを獲得
した意味は極めて大きいに違いない。

次のステップに向け、準備は万端

　
　現在、航空機や大型の建築物では丈夫な素材
が求められている。素材メーカは、それらの需要を
満たすために新しい材料の開発に取り組んでいる。
その材料づくりに必要とされるのが、鍛造加工であ
る。材料に圧力を加える事で、金属内部の隙間を
つぶし、結晶の微細化や結晶の方向を整えること
で強度を高め目的の形状に成形することが要求され
るからだ。
　航空機などで使用される材料を鍛造加工するに
は、極めて高い加圧能力が必要となってくる。その
ためには、機械の大型化と共に油圧ポンプの高圧
化が必須である。小島鐵工所は、オイルギヤジャ
パンを傘下に収めそれらの状況への対応が容易に
なった事で、同社のプレスの技術とオイルギヤの油

圧と油圧を制御する技術が一緒になり、他社に負
けない製品開発ができるとみている。
　とは言うものの、小島鐵工所は油圧ポンプを全て
オイルギヤに切り替える事は考えていない。油圧ポン
プにも使用方法に得意・不得意があるので、開発
するプレスにとって最適なポンプを選択する方針を
明確に打ち出している。また、同社は、今後大型
プレスが活躍する機会が増えると予想している。航
空機だけでなくロケットなどの宇宙産業、エネルギー
では発電タービンや風力発電の制御を行う大型の
部材、国内では２０２０年の東京オリンピックに向け
た建築関係などだ。
　同社の引き合いには、鍛造プレスで１分間に材料
を叩く回数をこれまでよりも増やしたいとの要望があ
るようだ。このような要望にも高圧ポンプとコントロー
ルシステムとを合わせて使うことで、「鉄は熱いうち
に打て」の格言のように、加熱した材料が冷めな
い内に沢山打つことができる。そのため、より一歩
先を行くものを作りたいという材料メーカの要求にも
対応できる鍛造プレスができるとのことだ。
　最近の小島鐵工所では、国産旅客機の開発
を始め、海外航空機メーカの新型機開発競争な
どに伴い新材料の開発・導入が本格化すること
で、自由鍛造プレスへの引き合いが増えつつある
とのことだ。大型の自由鍛造プレスは、「これまで
手掛けた小島鐵工所のプレスとは性格が違う」程、
スケールの大きな豪快なプレス機になる可能性があ
るが、同社は自由鍛造プレスへの準備も怠りなく進
めている。

株式会社小島鐵工所

株式会社小島鐵工所

本社　〒３７０－０８０７
群馬県高崎市歌川町８番地
TEL.027-322-1221
http://www.kojimatekko.co.jp

児玉　正蔵 社長

高いシェアを誇るオイルギヤ社の超高圧ポンプ10000T 閉塞鍛造－自由鍛造
鍛造プレス
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近年、ファイバーレーザ加工機の開発が日本を
始め各国で進められている。ファイバーレーザ発
振器の高出力化と歩調を合わせ、今まで加工でき
なかった材料や厚板の加工ができるようになって
きている。
一方、人体に与える危害でもファイバーレーザ
ビーム特有の重篤性が挙げられている。ファイ
バーレーザ加工機で用いられるレーザビームは直
接光、反射光ともに角膜を抜け、網膜や視神経を
破壊し、回復不可能な損傷を与えることが知られ
ている。
そのため、あらゆるファイバーレーザ加工機の
将来発生する可能性が考えられ得る危険源を同定
し、同定したそれらの危険源に対してリスクアセ
スメントを実施し、その機械でのリスクの大きさ
を導き、対応する方策によりリスクの除去または
低減を図る必要がある。
そこで、一般社団法人 日本鍛圧機械工業会の
レーザ・プラズマ専門部会でファイバーレーザ加
工機の安全に関する規格の原案作成を行い、技術
委員会の審議、理事会の承認を得て、工業会規格
として「ファイバーレーザ加工機の安全要求事
項」が定められた。
1988 年11 月にJIS C 6802「レーザ製品の放射
安全基準」が制定され、その後レーザの応用範囲
の広がりに伴いレーザの安全基準を見直し、1997 
年12 月にJIS C 6802「レーザ製品の安全基準」
として改定され、数回の追補や改正を経て現在の
レーザ機器の安全設計、取り扱いに関する公的基
準となっている。

これらの規格や用語などを引用しながら「ファ
イバーレーザ加工機の安全要求事項」と題して、
ファイバーレーザ加工機特有の危険源に焦点を当
てた防護方策について規定するTI 105 が発行され
たのである。
危険源として考えられるのは、①レーザによる
固有の危険源、 ②外部要因による危険源、③ハン
ドヘルドファイバーレーザ加工機の使用と関係す
る更なる危険源、が挙げられている。
それらの危険源に対する安全要求事項として、
１．一般要求事項（装置全般）
２．レーザ放射危険源に対する保護
３．制御方法と回路
４．ビーム伝送システム
５．ハンドヘルドファイバーレーザ加工機の
　　設計要求事項
６．複合機及び長尺対応のファイバーレーザ
　　加工機の安全要求事項
上記の6項目を掲げ、それぞれ細かな事項に関し
て、設計、製造をしなければならないと定めた。
そして、それらの安全要求事項に対する方策の
確認事項も明確にして、ユーザーへの情報提供を
行うこととし、ユーザーに対しては安全関連のト
レーニングや講習、また取扱説明書及びオペレー
タマニュアルにより、潜在的な危険源の情報を提
供し、細かな事項を規定している。そしてユーザ
が安全に機器を使用するように、警告銘板など危
険源の表示や標識も示している。
詳しくは当会ホームページをご覧ください。
http://www.j-fma.or.jp
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新聞報道
から見た
会員動向

　日刊工業新聞、日経産業新聞、
日本経済新聞、全国紙、一般紙
などに掲載された会員の記事を
抄録して順不同で掲載します。
　今回は、2013年12月13
日から2014年 3月 10日に
掲載されたものが対象ですが、
決算、人事などの情報は除外し
ています。

   日本鍛圧機械工業会＋共通

○来年の鍛圧機械受注見通し、5.3％増の 3000 億円－日鍛
工まとめ
2013/12/13  日刊工業新聞  6 ページ  566 文字  PDF 有
○ 11月の鍛圧機械受注、13％増の 259 億円
2013/12/13  日刊工業新聞  6 ページ  350 文字  PDF 有
○来年の鍛圧機械受注額 5％増へ、２年ぶり増見込む
2013/12/16  日刊自動車新聞  3 ページ  454 文字
○〈インタビュー〉日本鍛圧機械工業会会長・八木隆氏「“30 年
選手”更新に期待」
2014/01/06  日刊工業新聞  9 ページ  1321 文字  PDF 有
○鍛圧機械、需要好転し景気に明るさ－今年の受注、3000
億円台回復へ
2014/01/06  日刊工業新聞  9 ページ  813 文字  PDF 有
○賀詞交歓会／日鍛工、受注 3000 億円目指す
2014/01/13  日刊工業新聞  6 ページ  363 文字  PDF 有
○鍛圧機械受注額９％減、昨年１２月、プレス系の輸出減響く。
2014/01/15  日経産業新聞  10 ページ  518 文字  PDF 有

○ 13 年の鍛圧機械受注、３年ぶり減少
2014/01/16  日刊自動車新聞  3 ページ  538 文字

○ 1月の鍛圧機械受注、25％増の 220 億円－日鍛工まとめ
2014/02/10  日刊工業新聞  7ページ  314 文字  PDF 有

○1月の鍛圧機械受注、２カ月ぶりに増　プレス系は3カ月ぶり
2014/02/21  日刊自動車新聞  3 ページ  419 文字

○「ワールドブランド」確立－日鍛工が新産業ビジョン
2014/02/27  日刊工業新聞  7ページ  697 文字  PDF 有

○鍛圧機械工業会、高付加価値化を目指し産業ビジョンを策定
2014/03/08  日刊自動車新聞  3 ページ  683 文字

　プレス機械系

■コマツ産機
○そこが聞きたい　コマツ産機社長、橋口玲氏（53）　「売っ
た後」が大事
2013/12/17  北國新聞　朝刊  5ページ  349 文字  PDF 有

○ファイバーレーザ／コマツ産機が見学会
2013/12/20  鉄鋼新聞  3ページ  585 文字

○〈インタビュー〉コマツ産機　橋口　玲社長　金沢市のコマツ
産機
2014/02/06  日刊自動車新聞  3ページ  1275 文字

■アイダエンジニアリング
○第 56 回十大新製品賞／増田賞－アマダ、日立製作所ほか
（１）......《本賞》アイダエンジニアリング......
2014/01/06  日刊工業新聞  24ページ  3234 文字  PDF 有

○〈インタビュー〉アイダエンジニアリング社長・会田仁一氏「顧
客に応じたライン供給」
2014/01/20  日刊工業新聞  7ページ  187 文字  PDF 有

○アイダ、テスラからプレスライン受注－次世代ＥＶ開拓
2014/01/22  日刊工業新聞  1ページ  785 文字  PDF 有

○連載「ものづくりの現場から」（67）アイダエンジニアリング
2014/01/22  日刊自動車新聞  5ページ  1743 文字

○アイダエンジ、日米伊でプレスの生産能力増強－大型横中
ぐり盤追加導入
2014/03/04  日刊工業新聞  7ページ  582 文字  PDF 有

■エイチアンドエフ
○自動車向けプレス機、Ｈ＆Ｆ、中国で委託生産、コスト減
らし販路拡大。
2014/01/29  日本経済新聞　地方経済面 北陸  8ページ  絵写表有  
809 文字  PDF 有

○エイチアンドエフなど、炭素繊維材向けプレス加工機を開発
2014/03/10  日刊工業新聞Ｎｅｗｓウェーブ２１  7ページ  322 文字

■栗本鐵工所
○栗本鉄工所／軸受け用、鉛フリー銅合金／産機向け早期
事業化へ／レアメタルも不使用
2014/03/04  日刊産業新聞  12ページ  1002 文字

■森鉄工
○県内「元気印」5 社減 11社　…県内のランクイン企業で売
上高トップは、金属加工機械製造の森鉄工で......
2014/01/14  佐賀新聞  19ページ  657 文字  PDF 有

■吉野機械製作所
○吉野機械、ＡＣサーボプレスブレーキ発売－50トン能力
で曲げ加工
2013/12/17  日刊工業新聞  7ページ  548 文字  PDF 有

○吉野機械製作所、千葉市に7億円投じ本社工場建設
2013/12/20  日刊工業新聞  1ページ  486 文字  PDF 有

　板金機械系

■アマダ
○十大新製品賞、増田賞にアマダ・日立－本賞にはアイダ・富
士通など10 社
2014/01/06  日刊工業新聞  1ページ  667 文字  PDF 有

○〈インタビュー〉アマダ社長・岡本満夫氏「復興需要など国内
最高」
2014/01/17  日刊工業新聞  6ページ  1288 文字  PDF 有

○タイで加工機実演販売、アマダが拠点。
2014/01/18  日本経済新聞　朝刊  11ページ  466 文字  PDF 有

○ 2013 年十大新製品賞、アマダ・日立など表彰－本社、都
内で贈賞式
2014/01/24  日刊工業新聞  1ページ  652 文字  PDF 有

○アマダ、米に新工場、自動化装置、製造業回帰でニーズ。
2014/02/22  日本経済新聞　朝刊  11ページ  601 文字  PDF 有

○アマダ／災害時の施設使用協定／地元伊勢原警察署と締結
2014/03/10  鉄鋼新聞  4ページ  398 文字

■向洋技研
○向洋技研――電極工夫し高速溶接、人員や時間削減、...
2014/02/28  日本経済新聞　地方経済面 神奈川  26 ページ  絵写表
有  1204 文字  PDF 有

■コニック
○探訪　ザ・カンパニー　446 コニック（岡山県勝央町）プ
レス機の金型を製造
2013/12/17  山陽新聞朝刊１５版  6ページ  781 文字  PDF 有

○コニック、プレスブレーキ用金型のラインアップ拡充－3倍
150 種に
2014/01/23  日刊工業新聞  8ページ  429 文字  PDF 有

　フォーミング機械系・その他

■アイセル
○基盤技術で勝ち抜く（72）アイセル－FSWツールと専用
機開発
2014/01/10  日刊工業新聞  27ページ  1041 文字  PDF 有

○アイセル、幅 3000mm 対応の円筒成形機－テーパー加工も
可能
2014/02/04  日刊工業新聞  8ページ  447 文字  PDF 有

○アイセル、幅 1000mmの鋼板に対応した円筒成形機－55
度以下の傾斜加工
2014/02/18  日刊工業新聞  8ページ  422 文字  PDF 有

■大峰工業
○さあ出番／大峰工業社長・安川勝也氏「顧客の海外展開
に商機」
2014/02/20  日刊工業新聞  7ページ  459 文字  PDF 有

■三菱電機（非会員）
○アマダと三菱電機の特許訴訟－東京地裁が２件無効、１
件認定
2014/02/25  日刊工業新聞  6ページ  478 文字  PDF 有
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経済産業省 素形材産業室が「素形材産業取引ガイドライン」を改訂
～素形材産業における取引の適正に向けて～

２０１４年賀詞交歓会を開催

第1２回「天田財団助成研究成果発表会」の開催案内

新年の賀詞交歓会を1月10日（金）に芝パークホテル（港
区・芝公園）で開催しました。八木会長の挨拶を皮切りに、ご
来賓を代表して経済産業省素形材産業室長 田中哲也様、日
本塑性加工学会筆頭理事の東京大学教授 柳本潤様からご
祝辞を頂きました。八木会長の乾杯の発声で和やかに交歓会
がスタート。過去最高の200名を超える皆様のご参加をいただ
き、最後まで多くの方が語らう姿が印象的でした。

天田財団は、金属等の塑性を利用した加工や高密度エネ
ルギー下での諸特性を利用した加工に関する研究助成を通じ
て、学術の振興と新しい科学技術の創出を図り、産業と経済
の健全な発展に寄与している。 また、助成研究成果の普及
啓発も事業の一環と位置づけ、一般社団法人日本塑性加工
学会の協力により、本年も「天田財団助成研究成果発表会」
を開催する。 今回は「塑性加工による材質制御」を主テーマ
に、発表会と産業界の方も交えたパネルディスカッションを行
う。

■日時：2014年6月6日（金）　13：00～19：30
■会場：つくば国際会議場 大会議室102
　　　（茨城県つくば市竹園2-20-3 ）
       　 つくば駅A3出口　徒歩10分
■講演内容
1.特別講演
  『加工熱処理技術の進歩』

名古屋大学大学院教授　  石川　孝司 氏
2.講演
①高成形能Al合金板材創製のための多段圧延工程･微視結
　晶最適設計

大阪工業大学准教授  倉前　宏行 氏

②ニッケル基単結晶超合金の強度におよぼす塑性異方性の
　影響

首都大学東京大学院准教授   筧　 幸次 氏
③金属箔材の結晶方位制御を志向したﾏｲｸﾛCCB装置の開発

宇都宮大学大学院教授  高山　善匡 氏
④微細塑性加工を用いた鉄の再結晶方位制御

東京工業大学大学院教授　吉野　雅彦 氏 
      
３.パネルディスカッション
『塑性加工による材質予測の現状と今後』
コーディネーター 名古屋大学大学院教授 石川　孝司 氏
パネリスト 東京大学教授 柳本　　潤 氏
 大同大学教授 五十川幸宏 氏
 ㈱神戸製鋼所 長田　　卓 氏
 物質・材料研究機構 井上　忠信 氏

参加申し込みはホームページ
＜http://www.amada-f.or.jp＞
申込締切日：2014年6月4日
お問い合わせは、天田財団事務局まで。
＜TEL.0463-96-3580　 FAX.0463-96-3579＞

１.消費税転嫁の徹底
実質的な増税負担の転嫁拒否の防止を徹底するため、「外税方式での交渉・取引」を徹底することを推奨。

２.引き続き課題の多い事例に関する拡充
今般の改訂では、法令上問題となる具体的な事例を拡充するとともに、適正な取引の実現に向けて目指すべき取引方法
を具体化。

３.海外における適正取引の推進
海外での取引についても、新たに取引ガイドラインで取上げ、海外での適正取引推進のためにも、国内本社による海外
子会社のモニタリング、海外子会社内でのモニタリングの徹底。

今回の改訂を契機に、各企業において適正な取引の実現に向けて、一層の理解促進と取引ガイドラインの遵守に向けた取組を進
めることが重要となる。３月以降、順次説明会等が実施される。
○取引ガイドライン業種別一覧（中小企業庁HP）は、下記のURLを参照。
http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/ShitaukeGuideLineGyoushu.htm

経済産業省は、素形材産業における取引の適正化に向け、「素形材産業取引ガイドライン」（取引ガイドライン）を５年ぶりに改訂
した。取引ガイドラインでは、下請代金法や独占禁止法などの関連法令の、素形材産業における適用関係をわかりやすく示すととも
に、目指すべき取引方法について実例とともにまとめている。
今回の改訂のポイントは以下のとおり。




